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論文内容の要旨
強磁性及び常磁性合金の不純物磁性を論じる為に、二種類の核磁気共鳴装置を用いて共鳴吸収を観
測した。一つは超極低温度を得る為の断熱消磁装置に定常状態の核磁気共鳴を組み合わせたもので、
極低温における原子核整列という特殊な現象を利用する。(1)には、これらの装置の作製について詳細
に論じた。この新しい〈核整列/核磁気共鳴〉という方法によって鉄ーコバルト稀薄合金中、コバル
ト 60核の核磁気共鳴を行ない、核スピンー格子緩和時間 (T 1) を測定した。実験結果は温度が 0.025
OK 近傍で;T 1 が温度の逆数に比例する事が判明し、また T 1 の外部磁場依存性も観測した。これらの
結果は強磁性金属中のスピン波を媒介とする緩和機構によって説明される。
一方(2)では、スピン・エコー法によるパラジウム合金中のアルミニウム、パナジウム、鋼、錫等の
核磁気緩和時間と常磁性シフトを観測した。得られた結果は、 T1 がいずれの不純物においても、金属
状態のものより長く、特にアルミニウムの場合は、その比が約10になる。これらの結果は、常磁性シ
フトと共に、最近の寺倉一金森理論(強磁性ニッケル中、アルミニウム等の不純物の電子状態に関す
る理論)によってかなり良く説明できる。
論文の審査結果の要旨
第一部においては、断熱消磁法によって0.02Kの極低温を作り、強磁性 Fe-Co 合金中の Co60 の
核を整列させ、それから放出される Y線の異方性を用いて、核磁気共鳴と緩和を測定している。とく
に、緩和時間の磁場依存性を求め、その解析を行なった。この研究は、技術的にきわめて困難なもの
であるが、これを克服して実験に成功したものである。
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第二部においては、 Pd合金中の Al， V の核磁気共鳴を行ない、これら不純物における伝導電子状
態についての有用な知見を得ている。すなわち第一部、第二部を通じて新しい実験方法を開発し、磁
性合金についての興味ある結果を得たものであって、本論文は工学博士の学位を授与するに値するも
のと認められる。
円ノ“? ?? ?
